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　　　　　　　　　　 緒　　言

　 ア レ ル ギ
ー

性 疾患が 特異的な 抗原と抗体の 結合 を 前提

と す る以上，そこ に用 い ら れ る抗 原は 出来 るだ け 純粹 の

もの であ る こ とが種 々 の ア レ ．ル ギー
現象を理解 して い く

⊥に 必須 の 条件とな つ て い る，然 し乍 ら一
般に本症 の 原

因 抗 原は 化 学 組成 や 構成 々 分 の 複雑なまのが 多 く ， 研 究

上 の 大 きな隣路とな っ て い る．とこ でこ れ ら複雑な 組成

を 有す る も の 1 り均
一
な 抗原物質を 坂出そ うとす る 試み

が 古 く よ りな され て 来 て い る
1】『13）．

　 当教教室で は ，こ ん に や く製粉時 に 飛敞 す る こ ん に や

く鋳糧 （以 下 舞 稱と略記） を吸 入 して 起 こ る こ ん に や く

喘息
141

に 於 て 永酪酸 や 硫安 を 用い 抗原物質 の 抽出 を 試

み ，こ れ が舞粉の 蛋 白 分 劃に あ る こ とを 明 らか に レ 假告

して 来 た
15）IS ｝．

　今 回 私は 硫安塩析法を澗 い て 本 兮劃に 含ま れ る こ ん に

や く喘息の 起 因抗原物質の 精製 を企 て，舞 粉 の 粗挫出 液

よ り硫安飽和度の 異 る若 干 の 分劃 を 販 出 し，こ れ ら分 劃

の 筑原性 を本 喘息患者で，幽 曹反応（皮内反忘と Prausnl一

重z−K 軸 mer 反硲），粘膜反応 （眼反 応 及 び吸 入 誘発試験 ），
血 清反応 （BDB 処理 赤血 球凝集庚応 と　Ouch｛c・1・lolly

法に よ る沈降反応） 等 に よ り．更 に ご ん に や く喘息 モ ル

モ
ッ ト

ln
で吸人誘発 試 験試 験 ，腸 答 反 応に よ り検討 し 、

こ れ ら分 劃の 起囚抗原 と して の 意裴を考察 ，興昧 あ る知

見 を得 た の で糴告す る ．

　　　　　　　 実験対象及び方法

　1・ 実験対象

　A ．被検者 ：問 診 及 び 吸 入 誘発試験等 に よ りこ ん に や

く喘息 と診断 した 蕎，
］‘）LS ，le♪

〔こ の 中に ｝ま本症 の 起困抗原

であ る 蝉粉で 減感作κ瞭 を受 げ た 者 （以 下 治癬者 と記載）

と しか らざ る 者 （以 下未 治療 冓と記載） とを 含む 二 ，こ

ん に や く粉生 産地区仲 民 ぐL乂下 現地人 と記載）雪 各 腐 若

于 名を無撰罷的 に え ら！Lだ，こ 抱 ら鼓検者は 踟 才か ら7S

才 ま で の 男性 及 び 女性 で あ つ た．

　 B ・破検動物 ：腫 3009・．の 雄 モ ル モ ツ 1・粁 匹 を

用い ・こ れ を 先に 当教室の 田 中が 報缶 した 万 法
・η

で舞粉

の 吸入 感作を行 な い ，一
定 の 潜伏期後興桷の 吸 入に よ る

喘意誘発試験 で誘発出来た モ ル モ ッ ト （」罫 こ ん に や く

喘息 モ ル モ ツ ト記 載）と舞粉く．蠶 る劇 乍をh な わな か つ

赴モ ル モ
ッ ト （以下尋照 モ ル モ ッ ／

t
と記載）と の 2群 を

用 い た ，

　H ・ 実験方法

　A ・抗漂 ：抗原は 次 の 如
・
く作製 し た．揖粉 591 αの 刮

　　　　　表 1　 硫 安 分 劃作製法
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表 2　 各分 劃の 化 学 的 性状
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合 で水 に溶 か し24時間十 5 ℃
一

十 10℃ の 永室中に 放置，

東洋濾紙聾Q・2．ご濾過，　濾液 （三XTζ舞粉 取｝由患液と壽己載）

に 固体 硫 安 （市販特級）を加え 表 1 に 示す妙 く飽和度 を

異 にす る 3 っ の 硫安分齶 を 作製 した．こ の 際添 加 する 硫

安量は Osborne 法
2°

ロに従 つ た．即 ち先 づ 觜粉水紬出液

li 当 り 3G4gr、の 硫安 を 加 え
一一
夜放置後10分間1400g

で遠心分離 し，生 じた 沈澱物 を セ 卩 ハ ン チ ユ
ー

ブ （Vis・

king　Tubing 　 Co ．　 U ．S．A ） で硫安の 消 失す る まで 約4B

時間 （硫安消失は塩化バ リウム で確認）流水透析し，乏

の 透析内液を 10分間 140  g ，で遠 心 分離 し得 られ た E清

を凍結乾燥 しこ れ を弖D％ 分 翻 もil聾表表 1の 如 くに して作

製 した．こ の 鎌に し て 作 つ た 40％ 分 鋼と60〜9D％ 分劃 の

化 学的性 状は表 2の 如 くであ る ，

　 B ．ア レ ル ギ
ー

反 応

　 次の 諸種 ア レ ル ギー反 応 を 用 い た ．

　 1 、臨床実験の 場合

　 ユ）　皮内反宙 ：生食水で所要濃度に溶解 した 無 菌 的 な

抗原液0．02m1 を 皮 内 に 注 射 し15分 後結果を 判定 した ．

注射部位は前腕屈側 叉 ぱ背部をえ らんだ．本反応 は G ぴ

ttlieb の 判定基準
叫

を参考に し て抗原 液 に よ る発赤及 び

膨粉 の 大い さと対照液 （生 食水）に よ る 七れ らの 大い さ

との 差が発赤10  以 上 ，且膨疹 5   以 上 を 示 した 場合陽

性 と定 め た ．

　2）　Prausnitz−KUstner 反応 （ド P−K 灰応と略記）　：

舞疹に よ る 皮 内反 応陰 性 の 非現地人の 背 部 皮 内 に 披 検 血

清 O．1ml を注 入 し4a時 間後 ヒ記皮 内反応で用い た 抗原

O．02rnlを血清注入部 に注財し，Gottlieb の 腐定基準
2コ〕

を 参考に し 16分 後結果 を判定，抗原液 に よ る 発赤及び膨

疹 の 大い さ と対照液に よ る 亡れ らの 大 い さ との 差 が発赤

5   似 上 且 膨疹 3   以上 を 示 す腸 合陽性 と定め た ．

　3）　眼 反 応 ：被検老 に fめ 生 食水を 点ii長し，何 等の 刺

戟作川 を 示 さな い こ とを 確 め た 後 ，点眼 堀 ス ポ イ 1・を 用

い 生食水 で所要濃度 に溶解 した 無薩的 の 抗原液 1 灘 を
一

倒ゆ 眼 結膜 に 冠照液 （生 fミオ〈） を他 ｛fiに濃 結饕 ；こ 同時 に

滴下 し3D分 後結果 を 判定 した ，本 反応は 庚 応滴下で 績哇萋

輌 皺襞が 充 ζ1庭 示 した 場合陽性 と定 診 た 、：：）2s ）
尚 反 応

陽 性 時 み もれ る充鹹 ミ 3 朗 ヨ以 内 に 完 全に 消 失 ナ る こ と

fi：壞 つ ・  τ〉で テ ス ト抗原液り 多 い と 叡 二は遷く反志 を 了R
l「毎｝二施彳テし．た．

　 4） 吸 入 誘 発 試 験 二 秒 〉強 制呼気曲糠 及 こ．吸 気曲線 を

描 記 し安竃 した 曲線を示 す ス パ イ ロ グ ラ t7 こIU 秒量 乏

測足 ・こ れ を そ の 日の 実験 に於・ナる ；
この 彼検者．：D1 秒 量

基 塰 1直と した ，七の 陵 三≒教室の 中由り Chemlcal 　 medi −

ator の 吸入法及び 閾煩 の 決定法
婦

に な らい 生
．
食 水 で 所要

濃度 ；こ溶 解 し 赴 抗原液を 被検 者 にネ ブ ラ イザ
ー．

ご戦 7
、せ

しめ 噴霧抗原量ゴ
ー
定量 とな るた び 1秒 量を測定 し7こ．

本試験は 抗原液の
一
定量を 噴霧 し た 後 1秒 量 が 基準 僵 よ

i丿踟 ％ 以 上低 ドした 場 合及び かか る際同時に 胸都の 聽診

ご乾性 ラ音乃 至 喘鴨を聽取 し得た 場合陽性 と定 め た ．

　　（5）　BDB 処 理 に よ る 感 iF赤血 球凝 集反 1δ駅 w ｝

　（以 下 BDB 凝集反応 と酪記）

　 a． 試薬

　 BDB 原 液第 1液 ： 230  の Benzidine を loeml の

蒸留水に 溶解 しこ れ に 12NHCIO ，75ml を加えた ．第

2 液 ： 175mgの tN
’
aNOt を 5ml の 蒸留水 に とか した ．

次 い で第 1液及び第 2 液を永塊中 で低温 に保 ち両者 を 隙

々 に 混和 しBDB 原液 を作製 した ．

　 pH 　T．3燐酸緩衝液 ：0．15M 　Naz　HPO4 溶液 215ml

に Q．15M　KH ，
PO4 溶液49ml を 加え作製した ．

　 赤血 球浮游液 ：入 0 型 血 球 を用 い 声 7．3燐酸緩衝液 で

tiG％ の 浮游液を作製 した．

　銃原液 ：前記の 硫安飽和沈澱 分劃 を Pt｛ Z．3燐酸緩衝液

で所要濃 度 に溶 解使用 した ，

　 牛血 清アル ブ ミ ン 加凶 丁．3燐酸緩衝液 （以 下牛血 清 ア

ル ブ ミ ン 液 と略記） ： 牛血 清ア ル ブ ミ ン をβ｛ 7。3燐酸緩

画液 で 0．025％ に 湃解した ．

　b．被授 血 清 ： 前記実験対象 ご記載 した披綾者の 肘静

丿脈よ り採取 した ，

　 c ・ 抗原感作方法及び反溶術式 ：抗原演 3m1 と5096

赤 血 球浮游液 O．1 【nl を 混 じた 後，　 BDB 稀 釈 1夜 （BD

B 原液を出 7．3燐駿緩衝液ご所要濃度に 稀釈 した もの ）

O●5ml を 方ロえ室温に二15分放置壱艶低温に二保 ちな カ〜ら 3 分

間 360g で遠 沈，得 ら れ た 沈渣を 0．025％ 牛 血 清ア ル ブ

ミ ン 綾で 2 回 洗糠後 ，牛血 清アル ゾ ン 液で 2 ％抗原感作

赤 血球浮游 液を作 つ た．次 い ご56℃30分間の 温浴で非 騰

化 した 被換面 清を小試験管系列に 0．025％ 牛 血 清 アル ブ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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ミ ン 濠で実験目的に応 じ適宜階設稀釈し，こ れ らに 抗銀

感作赤血 球浮游液 を 各々 O，05mL あ て滴下 混租 し室温放

置，反応の 終了を まっ て結果 を判定 した．本反応 は Go −

rdon2e ）
，
Arbesman20 　等 ○ 判定基1隼に な らな い 反志試験

管底 に 血球凝集を肉眼的 に 認め た場合陽性と定 め た，

　6）　Ouchterlony　注 に よ る 寒天 ゲ ル 層内沈隆灰 応
25 ｝

3勃 弔9｝

　 寒天 ゲ ル 層の 作 製法 ：精禦寒 天 巒 末 （Difco） St　2 ％

の 割合に 蒸留水 を 加 え 脅日数溶解し，こ れに 防腐剤と して

マ
ーゾ ン を 0，1〜 0．2％ の 割合 に加え調整 した，次 い で

こ の 寒 天 溶 液 8m 王 を 直径恥 cmの シ ヤ
ー一

レ に 入 ナし，底 に

厚さ 錦 冊の 寒天層を作 りこ の Lに 直径 1cmの ガ ラ ス 管を

中央 に 1 ヵ 所 こ の まわ りに等問痛に 6 力 療位置を め て 定

乗せ 吏に 寒天浴液を 注 ぎ低温で圏 ま らせ て ガ ラ ス 管 を除

き深 さ 4　mmで底面が 平坦な円柱形 の 凹み 覇・作つ た ．

　反 応 術 式 ： 中央 の 凹 み に 実験 目的に 応 じ適宜 生 食 水 で

稀釈 した 破検1血彳青を 0．2ml 入 れ．1司囲 6力 回「の 凹，畏に 所

要濃度に 溶解 した 抗凍液を 0．2m1 入れ 戻応液 の 乾燥 を

防 ぎな ガ ら シ ヤ
ー

レ を 37℃ に 保 ち 反 碁 を観察 した ，

　 2． 動物実験 の 場合

　 1）　吸 入 誘発試験 ： 3側 面をガ プ ス 張 りに した 木 箱 く

30c田 × 3e　c搬　×　25cm） に 人 れ た 被検 モ ル モ ッ トに ネ ブ ラ イ

ザ ー
で所要濃度 に 溶解 した 90％ 分鋼，6G〜90％ 分謂の 各

溶液 を噴霧暖入せ しめ た．こ の際
一
定量の噴霧をう津 た

被検 モ ル モ ッ トの呼吸 曲線を当教室の 笛オくの 方法
3t；

で記

録半淀 した ．

　 2） 揚管反応 ：　Schultz−Dall 法で行つ た．即 ち被検 モ

ル モ ッ トを撲殺後直 ちに その 劉揚末端 」の 口 鰭 7 〜 9　cm

の 部 で 摘 出 した 長 さ 1．5c田の 腸管 を Magnus の 装置の

駿素飽和 した タ イ
’
rr一ド液8Gml を合む液楷中に 懸垂 し

た，こ の 際抗 原 液 等の 添 加 に よ る腸管漿縮 は 6 倍 に拡大

して 煤煙紙 1：に 搭 記 した ，木反∫抽ま
’
定濃度の ア セ チ ノレ

コ リン 及 び ・b イ ロ
ード液 ご溶解 し・・セ所要濃度の 抗原液 で

共に ．腸管の 馭 縮 を認め る場合陽性とした ．

　　　　　　　　　　実験成績

　 1 臨床実験

　 A ．皮内反応 二被検者 28名 に つ き舞粉の 各硫安分 醗 を

抗原 と して皮内反忘を行なつ た ， こ の際抗原 i”ttユos倍に

稀釈 し同
一
妓検者に1輩蕚時 に 各攻 の 銃原液と注 入 レた ．抗

原 がq．　O％分劃 の 場 合 こ ん に ゃ く喘息 11名中 未治療 者 τ名

は 全倒腸性，沽療者 4 名 隷 全例陰性，現地入 8名中 2 名

は 陽性 ，6 名陰性，非現 地 人 9名 全例陰性
．
ごあ っ セ．40

％ 分 黎では 破検 者 2銘 中 1名 （現地人） の み陽性であつ

た ．60〜90％分劃で は こ ん に や く喘息患者中未治療者 7

名 は 全 て 陽性 ，治 癈 者 4名は 全 例陰性．現地人 8 名中 3
名陽性 ，

5 名は蔭性 ，非現地入 9名は 全例陰性を 示 し

表 3　 皮 　 内　 反　 応

検 例 40％ 分劃 60− 90¢6分劃 90％分 劃 「対 照 （生食 水 ）

小 井 土 　　 20才　♀

　　　　 須 　 　藤 　　23才　 t

嫁 石 島 23才 谷

ll垂 蠡 砦
1
籌斈1

息　　　佐 　　藤 　　30才　9

6 × 　5　（　6 × 　6）　　
’25 × 18　（14xl4 ）　　i　36x32　（20）く11）　　　　6×　5　（　6 ×　6）

9×　9　（　7x 　7）　　i35× 34　（16xI6 ）　　i　26× ユ9　（16 × 12）　　　8 ×　7　（　6×　5）
8× 　6 （　6x 　6）　120　x　18 （12　x　12）　123× 20 （10 × 10）　i　4 ×　4 （4× 　4）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一一＿婁

6×　4　（　6x 　4）　120× 16　（ユ4× 14）　…42x27　（14 × ユ3）　　　5×　5　（　6×　6）
8× 8 （10 × 10）

　
｝30× 27 （16 × 16）

iヱ〔｝× 1  　（　6×　5）　124× 24　（18× 18）
O
Ω
」

0＋・
（
￥

才

才「
才

才

．

　
5247

川

沢

橋

木

　

　

坂

市

深

小

茂

一

小
G才返黒

喘

息
（

治

療）

こ

ん

に

や

く
．

25　　　　
＾

　　i10xlO　（　4× 　3）
61 　 ．i1°× n （7 × 7）

　　　　　 10 × 10 （8＞＜ 7）

128 × 14　（14 × 14＞　ヒ
　 9× 　9 （5× 　5 ）

22x16　（11xI   ）　　　　0 （ 4 × 3）
47 × 22　（18x14 ）　　　8 × 　7　（　　O　）

17x ユ6　（17 × 15）　　　O （4 × 4）

1−1× 13 （7X 　 6） 2 × 　2 （ 4 × 　3）

i9・ 8 （6・ 5）−i8・ 7（7・ 7） i14・ エ4 （8 ・ 7） ｝0

6× 　5 （5× 　5）　　　　　　　　 11 × ll （7× 6）　　 0

9× 7 （4× 4）　　7 × 7 （　 0　）

（6 × 6）

（5 × 4）

ぎ
慧 覊 欝響i縢署i黨 鷺i；ii譲篝iii

4× 　4　（　4x 　4）

現

地
茂 木 42才 ttt

　
4
　
x
　
3 （7・ 6） i11・19．｛．−s．）6＞・亜 L崋 ・ 1G （6・ 6） 8 × 7 （7 × 　6）

丶ノ

圍　　田　　
73オ　♀　ミ　6x

　
5 （6× 5）

安　　藤　　69才　3　　8× 6 （8× 6）
岩　　　井　　　25オ　　S　　　6x 　6 （　61 　6）

　7× 7 （7× 7）　i1王× 8 （8 × 6＞

　4 × 4 （4× 4）　　6× 6 （6× 6）

．7 ・ 6 （6 × 6） 巨 × 6 （7 × 6）

7x 　6 （7x 　 6）

1　6 × 6 （4 × 4）
6× 6 （6 × 6）

並　　　　木　　　　63オ　　　♀　　　　7x 　5　（　7× 　5） 5x 　4 （5 × 4）　 6× 6 （ 6× 6）　 5x 　5 （5 × 5）
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村 　沢 　ユ8才 3 　 4 × 3 （5× 5
＝
） 4x　4 （2x2 ） 4 × 4 （4Tk

−
4）

須 　　藤　　23才　 9
レr
厂

’う
， 川　　田　　29才　雪i．−i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O　 （6× 6）
一．

4x4 （4 ・ 4） 6と一墜⊆．− O ） 6 ・ 6 （6 ・ 6） ！ 。 （6更で厂

現
吉　　田　　25才　δ

5 × 4 （5 × 4 ）　 5x5 （ 5× 5）　 5x5 （5x4 ）

L8 ・ 6 （6・ 6） 6・ 4 （ 6 ） i一旦・ 6 （6 ・ 6）
i　7× 　5　（　6× 　5）

関　　口　　67才　 s
1　3 × 　3 （3 × 　3）

地
0 0　　　　　　　　　 0

堀　　 口　　 42才　 Q 0 3 × 2 （　 0 ）

13 × 2 （　 O ）

人 土 　　橋　　43才　 δ 3 × 3 （3 × 　3） 0
篠　　崎　 53才　 t） 0 4x 　4 （3 × 　3）

0　　（3×　3）　i　3 ×　3　（　3×　3）
　　 0　　　　　　3x 　3 （3 × 3）
　 　 0　　 　　　　 　　　 0

馬 　　 場 　　 29才　 C’ 4 × 　4 （3× 　2）　　4× 　3 （　0　）　　2x 　2 （2x 　2） o

表 4　 P−K 　反 　応

歓　　 検 40％分劃 60− 909・6分 書審 90％ 分劃 対照 （生食 水）

隲

息
（

未
治
療
）

こ

ん

に

や

く

小 井 土

T− 一一一須 　　藤　　25才

2°才

鶚 漂 轡 袈畿 薪 餐蘊 器 欝 驚 1；
石　　島　　23才　3
品　　川　　40才　♀

堀 　　 p 　　 67才　 9
深 　 　 沢 　 　 　 　 　 Ω

8x　6 （6× 6） i−ls・ 18 （12 × 王2） 1　IS ・ 16 （ユ1× 11）　 5 × 5 〔5 × 5）

7x6 （6× 6） i2王・ 2。 （11 × 1。） …21 ・ 18 （11× 1。） 7× 6 （5・ 5）

こ く（ ｝　 　　 　　 61才

鰐 i票。 毳舞 晝

　7 ×　6　（　6×　6）　　14 × 王4　（ユ0 ×10）　il7xl6 　（　9× 　9）
19× 8 （7x7 ） i10× i区．歪丞ヱ≧− i11× 10 （7× 6）

4x 　 4 （4）く　4）

17× ！」塗 と一垈ヨ 11× 11 （8 × 7） m 痂 （6× 6）

ε才60柳
弘
￥才42木護
公）才69藤安

境
地

人

へ
6才18

一
沢村

一
（
0才25田吉

嬉

入

非

現

7≧g6 （6≧（ 6） 10× 10 （7× −7）

3x 　3 （3 × 　3）

6 × 6 （4・

．

璽 ユ… 0 （7× 7） 卩D・ ・0 （9・R
’−
9） i3 酒 （

−
3 ・ 3）

　　　　　　　　　 7 × 　6　（　7×　4）1
ユ1進1⊂（8薪 厂17 ・ 7 （6× 6）

t11 ）〈11 （8x7 ）

7× 7 （　 o ）

7× 4 （6x 　 6）

雛 魅 膿 i嬲 ｝1｝li嬲
7 ・ 6 （5 ・3月 7・ 5 （5 ・ 5＞ 4 ・ 4 （ 0 ）

7x6 （5× 5） 4× 4 （ 0 ） 6× 4 （4網 ） 6 × 5 （5 × 5）

表 5　 鰻　反　応

対 象

こ ん に や く 瑞訓
　 （未治療 ）　

’

徽 韆 i驪 臘 塾謂
1

，

± ： 1土
こ

犠螂
聽 3

現 地 ぺ

　 　 　 　 1　　　　　 ；

　 　 　 　 ミ　 　　　　

＿、　 L＿」
　 　 　 　 　　　　　　 　

　　 6 …
− i −

　
一

　 　 　 　 　 　 　 ：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
− ｝

i
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　 幽

1　 　 ＿
iI
＿

非 現 地 入　 　 ユ4　 　 一

た ． 俵 3 ）

　 こ れ らの 成 績 よ ；1本 反芯を陽性な ら しむ る物質 は 60〜

90％ 分 劃及び90％分劃中に存 在 す る様 に 思 わ れ た ．

　 B ．P・K 反応 ：前記皮内反応 を 行 な つ た 被検 者中13

名 の 血 清に っ き 皮内反 応 で 使用 した 各 分翻 の 105倍液 を

抗原 と し P−K 長 応 を 試 み た ．

　 こ の 際同
．．．・
被検 血 清に っ き同

一
の recipient で 同 時に

各抗 原 で長 応 を 実施 した成 績は 表 4 に 示 す様 に ，90％ 分

劃 を抗原 と した 場合こ ん に や く喘息患者血 清 8例中未治

療例 5名 は全 て 陽性 ，治療例 3名 は 陰性，現地 人 3名 は

い ず れ も陰性で，非現地人 3名 は 共に 陰焼 であ っ た ．次

に 40彰 分翔の 殤合被検血 清13例 ぱ 全て 陰性 ，60〜90％ 分

劃では こ ん に や く喘息患 者 8例中未治例 の 5 名は 陽性を

示 しその 他の 被検倒は全て 陰性 であ つ た．以 Lの 成績 ま

り本反応を陽 性 と する 物質は 6G〜90％ ，9G％ の 分翻中に

存在す る と思 わ れ た．

　 C ．眼戻応 ：被検者 30名iこつ き如 ％ ，6G−L・90％ ，90％
の 3 っ の 分 翻 を抗原 と し て 眼反 応 を行 つ た ．こ の 際抗原

は 1DO倍 液を 用 い た ．結果は 表 5 に 示 す 繊に こ ん・に や く

喘息患者 τ名中未 治 療例 5 名 で 全例に 鱒 ％分劃溶液の 滴

下で反応が 認 め ら丸 な か つ た が 60〜90％ 分 劃では反 応 が

認 め られな か つ た．又 こ れ ら被 検 鰐では 90％ 分 翻を用 い

た 場合 40聒 分 謝の 場 合 と同様 反 応 は 陽 性 を示 し た ．こ ん・

に ゃ く喘息治鋸例 3 名及び現地人 6名 並 びに 非現 地人 14

名では本反応 は い ずれ 分調 を用 い ．赴場合も全例陰性 を示

した ．

　こ の 成績 よ り本反応を陽性 な ら しむ る抗 原 物 質iま40％
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表 6　 數 入 誘発試 験

被 検 才女 象 40％ 分劃 60％ go％ 分劃 go％ 分劃

こ ん に や く喘 息

山　 蠻　 32才　9 300γ （十 ） 10，000 γ （一）

．
5  Oγ （十）

石

須 　 　 藤

島 　 　23才　 ♂ 50c］　T 　（十 ） 570DO γ　（十） ユ，000γ （÷）

（未 治 療）
　　　　　 23才　 δ

佐　 藤　 22才　s

500 γ　（十 ） 1D
，000γ （一） 1　，．000　T （十）

500 γ （十 ） 10
，
000 γ （

一
） 1，000γ 　（十）

こ ん に や く喘息、
　　飴 ff）

小 教 構　　 52才　 雫 10，000 γ （十） 10，00C・　
’
i （

一
）　 1EIO ，OGOγ （十）

深　　沢 　　6董才　♀　1　　 5，000 γ （÷） 10，000γ 　（
一

） 5，0GO γ （−F）

茂　　木　　47才　 ♀ IOI〔｝00 γ （十）

非現 地 人喘息

10卩000γ （一） 10｝000γ （十 ）

づ・　　　野 　　　　301F
’
　　♀ 1010GO γ （

一
） 10買00G γ （一） 10

，
00  γ 　（

一
）

寺　　田 　　2s才 　 さ 10，000γ （
一

） ユ  ，000γ （一） ユ0
，000γ （

一
）

分 劃長び9096分謝に 存荘ず る と思 わ れた．

　 D ．吸 入誘発試験 ： 木 実験では 40％ 分劃，60〜go％ 分

劃 ，90％ 分翻を 抗原 に 用い 次の 突験を行な つ た。

　 1． 予め 喘息誘発 に 要 する噴 霧抗原 量や時間等を焔 る

冒的 で90％ 分劃 を 抗原と し，こ の 玉 
2
倍，103倍 ，104倍の

各溶液を用 い こ ん に や く喘息患者 7 名及 び 非現地 人喘息

2 名に つ き本 試験を試み た ．こ の 際低濃度 の 抗 原 液 よ り

漸次高濃度の もの を 吸 入 さ て噴霧量102γ ， 300 γ ， 500

γ ，1G3γ ，5x10 ，
γ

，
10’γ 毎 に 1秒肺活量を測定 し，

同時 に被検者の 鈎 部の 聽診を行 な い ，喘息 が 誘 発 ざ れ た

か 否か を 確 か め た ，こ の 結果表 6に 示す 様 に こ ん に ゃ く

喘息未治療例 で は 全例103γ ま での 抗原噴霧量で喘息か

誘発 さ れ 又 xD　 ts る喘息発作は 瞬霧後 5分 以 内 で 出現 し

た ．　し か し非現地人では 全て 1ぴ γ ま で の 噴霧で発猴 淫

起 らず
「

c の 授 5時間 ま での 観察 で 発｛乍はみ られな か つ

た ．

　 2． 表 6 に 示 す様 な鼓換者 9名 を 2群 に 分 け先ずこ ん

に や く喘息未治療例 4 名に40％o 分劃を吸 入 させ た 所全例

5り0γ ま で の 噴霧量 で喘息発作 を 生 じた ，その 後 7 日 月

に か 》 る被検蜩に 60〜90％ 分劃 を吸 入 させ た 所 1例に 50

00 γ の 噴霧で発作を 生 じた が 他の 3 名は 10｛
γ までの 噴

霧でも発作は認め られ な か つ た 、次 に その 他 の 5例 に 先

づ 60〜90％ 分 劃を 吸入 させ た が 全例 IO‘

％ ま での 噴霧量

で発作は み られ ず，その 後 7 日 目に 40％分劃 を吸 入 さ 乞

た が （二ん に や く喘息治療例 3名 で は 104 γ までに 発 作を

生 じた が ，他 の 2 名は発作 が生 じな か つ た ．

　こ れ らの 成績 よ り吸 入誘発 ぐ発 作 を 誘発す 抗原 物 質は

40％ 分鵡及び9D％ 分劃中に あ る様に 思われた ．

　F ．BDB 凝 集反応 ：

　L．　こ ん に や く喘息患者 5 名．現地 人．5 名黄ぴ 非 環地

人i｛名 の 血 清を 10倍賭 歓稀釈 し ， 9CJ　9・6分 畫1を lo2，　 lo3，

　 表 7 　 BDB 法 に よ る 赤 血球 凝集 反 応

1，　 こ ん に や く喘息　　小板橋 　　52才 　？

丶
丶 忠 清 稀 釈 i

抗 原蠡・、i1握 ゜
西 ID’　 1°a

ユα 1伊 1°
6

loa

ユ0310410i

ユos

十

十
一

一

一

昇

廾

一

十

一

升

廾

±

±

一

什

幵

十

十

「

粁

升

幵

号

十

昔

梓

什

升

幵

2．　 こ ん に や く喘 息 　　深 沢 　　61才 　 早

＼
＼

血 清稀穂

　
丶 一．丶　 iIO°　10二

　10：

　10：

　104　10s　 IDe
抗 原 濃度

丶丶 i

］OLlO
！

ユ0410sIeS

升

廾

一

十

一

甘

廾

十

十

　

廾

升

十

十

一

什

昔

升

什

一

3．　 こ ん に ゃ く瑞 壱，　　神 戸　　40才　δ

丶
＼ 血 清 稀釈

　
＼、丶

　　　　x
抗 原

’
濃度 ＼

10［卩
　 1Dl　 ID ’

　 103　 10，

　 los　 10fi

103

／e310
‘

10s10
石

号

卦

升

十

「

幵

十

一

十

十

十
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4．　　こ ん ｝二 」こ
⊃
く喘 息　　　　長谷 i！F　　　51オ　　δ

＼
＼

血 清 稀 釈｝
　　

＼ ・丶　　 11〔戸　 10L　 10≧

　 工ぴ　　1ゲ 　　105　 1ぴ
抗 原濃 度

＼

＼ if

し

　

O
　　
∩）
　

（

》

1
　　
1一
　

−．▲
　

−

rO
∩
U−一

一

一

十

「

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

卦

幵

軒

十

骨

幵

朴

十

5．　　こ ん 士こ   く喘，曹、　　　阿部　　　　52オ　　♀

10a，工G  1伊倍 に 各六 溶解 し，　 BDB 原液を15倍 ：こ稀釈

して木長応を 行 つ た ．綜果 は麦 7に 示 す様に こ ん に ゃ く

喘息 5名では反応 は い ずれも陽性 を 示 し，非現地ノ、 3 名

は 全て陰 性
’
ごあつ た．又 現地人 5 名中 4名 で陽性ゐ 頁応

が み られ た ．

　こ の 際対照 と した 次 の 4 本 の 小試験管で は い ずれ も凝

集現象は 認 め られ な か つ た ．

並1清 稀釈

抗 原濃 度
hoc・　 io ！ 1r　 1。

・ IC・　 IC・・ 106

十

十

一

一

「

十

十

一

「

「

十

十

十

十

一

号

十

十

十

一

廾

幵

十

十

一

即

丗

鯉

妙

雄

6．　萍 現 匙 人　　田 所　　18才 　？

＼ 、血 清稀釈1
　

、
　、　　　…1び　　10i　 1〔）

t
　 ！03　 10 ‘

　 10i　 ｝〔；
e

抗 療 濃 度
’
、

　BDB 去 旭 理 赤血 球液 O．05ml 十 牛血 清 ア ル ブ ミ ン 液

1ml

　BD 銘処 琶 赤血 球 液 D．05ml 十 牛血 清 ア ル ブ ミ ン 液 1

rnl

mi

BDB 処 理 赤血 球液O．05　ml 十被検血清（10tif） 1mL

葺鬱感作赤 廠 球液 。．。5ml ＋牛血清 ：・
・
ル ブ ミ ン液 1

1び

10．ilo

‘

IOflOi

7・　非 熨 地 人　　岡 　田 　　42才　δ

　次に 末反 応蝪性 の こ ん に や く喘 息 患 者 血 清 3例 と 反応

陰せ注の 妻F現地人 血清 1例とに つ き吸 妝試験を 試み た ．こ

の 際 3GO倍 ，
1〔ア倍，1G‘

倍 ，105倍 の 90％ 分 覊液を吸 取 抗

原 として 用 い ，被 検 血 清に 沓 吸 収抗原 液を等量加 え漉 lii

レ 37
．
C2 時間温浴後，氷室に 12時間放 置 、芒の 後ユ0 牙隔

1釦 09 で 遠 心 分離 レ得 ら 裕 た 上 清を 2 倍黯 段稀毅 し lo3

倍 の 沁 ％ 分 翻を抗漂 と v て BDB 凝集灰志を 行 つ た ．結

更は 表 8 に 示 す様に 3〔［  倍 抗原 液で吸蝦 した場合 BDB

　　　　　　 表 8　 阪 収 試験

1・　 こ ん に や く喘息 　　小板 橋 　　52才 　拿

丶
丶 丶血 清稀釈…

抗 原纛＼ 尸
゜

°
ユ゚ ” 9’

　 1°’

1G210sle
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IDi

ユOn

F［
lo4　 10s　 IOF．
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lo，
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2． 二 ん に ゃ く喘 息 　岩 井 　40才 δ

＼ 、血 清 魯 釈
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　 10：　 1［／
：　 10i
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3．こ ん に ゃ く　 喘息　　篠原 　ユ9才♀ 表 10 　各分劃 に よ る BDB 反 応

＼ 血 清稀 釈
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表 9　使 用 抗原濃度 と BD8 濃度

　　　　 i
’＼t−、BDB 濃度 l

　　　　i懸 価 　 一

’

1　 ”抗 漂濃度 30 60

10210310

，

ユ0510slO210410
《

IO：

10：

10310
：

反 応 は被検 者 全働 で陰嫉を 示 した が 10邑倍 抗 原液 の 践 収

では こ ん に や く喘息患者 3例 中 1例 は 陽性 を 示 し， 105

倍抗県液の 吸収で は 本患は 全例陽牲 を示 した ．酋 非現地

人 1名 の 血 清 は か y る 吸 収 換 作 前 後 で 本 反 応 は 共 に 陰性

を示 した ，

　以 上 の 成績 よ り舞籾の 硫安分劃 を抗 原 とす る BDB 凝

集反 応 で ，こ ん に や く舞税に 対す る流 功L抗体の 検索は 可

能 と考え られ た ．彪本 反応で使眉す る 抗原濃度 と BDB

濃 度に つ い て は 表 9 に 示 す様 に 90％ Beeの loz，103，　 IO’

倍稀釈液等 を それ ぞ れ抗原と し鼓椥 血清を1〔賠 階段稀釈

し BDB 原液の 15，30，60培稀釈液を用 い 反応 を試み た

結 果 で は 抗原液は 102，103倍液 が ， BDB 液 は 15倍液が

太 反応に 適 す る様に思 われ た．

　2． 舞粉 の 各種硫安分劃を 用 い た 場台の BDB 凝集 戻

応 に つ い て ： こ ん に や く喘息患 者 9名及 び 非現地人 4名
の 血 清を 3倍階段稀釈 し，同一

被検 血 清に つ き同陦 に 1ぴ

　倍 の 40％ 分劃，60〜9G％ 分 劃，及 び 90％ 分餬 液 を抗 原

と し本反応 を 試みた結果 は こ ん に や く喘息患者では い ず

れ の 分 劃で も陽性 を 示 し その 凝 集 湎 iま抗 原 の 種類 で 大差

を 認め な か つ た ．非現地 人 では 金剄弔い た分副全 て に っ

き反応は 認め られ な か つ た ．　（表10）

　 F ．Ouchterl。 ny 法 に よ る 寒天 ゲ ル 層内沈降 庚 応 ：

　1． こ ん に や く喘息患者 を 含む現地 入20名及 び非 環地

人 1G名の 血清を1G倍階段稀釈 し90％分鋼の 10 ，50，100，

50G，ユび，1ひ 倍等の 溶液 を 抗原 として 本貸応 を行 つ

た 、結果は こ ん に や く喘息患者 5名及び現地人 ユ5名 中 5

名 ：こ 陽性，非現地入10名は 全鋼陰性 を示 した．

　 こ の 成績 よ り本長応でこ ん に や く舞粉 に 対 す る lilt中抗

体 の 検出は可能と思われた ．又 本 反 応
・
ぐは 原 1藷且漬を使 用

し，抗原 は 102倍 液 を 用 い る こ と が 適当と考 え られ た 、

　2． 次 に こ ん に や く喘息患者10名 ，現地人 2名，非現

地 人 7名等 に っ き 同
一
鼓検 血 清 を用 い 同時 に 40％ 分劃 ，

60〜90％ 分翻，90％ 分劃 の 102倍液 を抗原 と L被 検 血 浩

を用 い本反応を行つ た 結果は現地人 2名及 び 非現地人 7

名 で は 全 く反応 は 認め られ な か つ た ，
こ ん に や く瑞息 の

4 名では全剃全て の 分翻で陽性を 示 した ．尚か V る陽 性

例で出現した各分 翻に よ る沈隆帯は 互 に 1本に 連 な るこ

とが 認 め られ た ．こ の 成績 よ り 40％ 分劃 ，60〜90％ 分

劃，90％ 分 劃の い ずれ に も本反 応 を 示 す 抗原 物質 が含 ま

れて い る と考 え られ た ．

　ll 勤 物実験

　A ．吸 入誘発試験

　こ ん扛 や く喘息 モ ル モ ツ ト 6匹 （A 群） と対貝鯊モ ル モ
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ツ ト6匹 （B 醇）とに つ い て 次の 実験 を 行 つ た ．

　 1．　先 づ A ，B 両群に 稀釈 した 90％ 分 劃を 1分間 O。T
m 監 の 割 合で噴霧吸入せ しめ た 哢 ， A 薛 の こ んに ゃ く喘

息 モ ル モ ッ ト全 例 ，噴霧 5分 聞で曙 息発 作を生 じた が ，

B 群 の 対照 モ ル モ ツ ト全例は 30分間の噴霧で発作を認 め

な か つ た ．

　2．次 い で A 群費 び B 群 の モ ル モ ッ トを 2分 し 1群に

先 づ4幌 分翻を噴霧 吸 7、せ 恥
’
旋 所こ ん に や く喘息 モ ・レ

モ ツ トは 全例噴霧5 分 で喘息発作を生 じた が 対照 モ ル モ

ツ トは 全 て30分間 の 噴霧で発作を起 さな か つ た ．モの 後

7 日 目に 同 じ破検群に 60〜曲 彡≦分劃 を 吸 入せ しめ た所 30

分 間の 噴霧で全倒発作 を 認 めな か つ た．

直11　 こ x．．に 守 く鴾息 モ ・’9 モ ッ ト の 誘 発 試 験

　　　　　　　　　　　　 抗 　　　　　　　原
齷 鞴 …略編 ・1雰

一
・

蠶…・・鵬

園 1　 Schultz−Da［e 反 応

州 粥 麟 紹
」

ノ L＿一」 L⊥
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n

夏π＿ 鑽 1遅

こ ん に や く喘息

モ 　 ル 　 モ 　 ッ　　ト

対 照

6
…　 十

一
i
− 一． ．−

i
61　

−
　 i

十

　
．一方 2 分 した 残 り被検群 に先 づ 60〜9096分劃 を吸 フ、せ

しめ，後に 40％ 分 劃 を噴霧優入せ しめ たが結
［

娼 ま全 く同

じで40器 分 調を吸 入せ しめ た時 の み こ ん に や く喘息 モ ル

モ ツ トで発作が 認め られ た ，（表1ユ）

　 こ れ らの 成績 よ りこ ん に や く艦息 モ ．ル モ ツ トで は喘息

惹起 に は 60〜90％ 分劃 よ 参40％ 分翻の 方 が 密接な鬨連を

もつ 様に 思 われ た ．

　 B ．翔易
ξ
諄庚．応

　 こ ん に や く喘息モ ル モ ツ ト炙び対照 モ ノレモ ッ トに っ き

次の 実験 を行 つ た．

　 L こ ん に や く喘息モ ル モ 男 の 腸 酵を懸垂 した液槽

中 に O．1％の 90％ 分畫琶1m 璽を加え る と腸管 反志 は 明 か に

収縮 した．その 後こ の 腸管 に 更 に 嗣 じ分 調 を くウ返 し 作

用 させ ると っ い ；揖 ま腸管の 収縮は認め られ なくな つ た．

　次 に同 1／；こ ん ：⊂ や く 喘息 モ ・レモ ツ ト の 他の 腸管片 で

o・196の 4 ％ 分劃 及 び 60〜go％ 分 調を抗原 に 用 い 本 反応

を行 つ た 所，腸管は 明 らか に 収縮 し90％o 分 劃の 場 合 と同

様脱感作現象が 認め られ た．対 照 モ ル モ ッ トの 腸管 では

い ず れ の 分 調で畴蝦 縮 を示 さな か っ た ．以 ヒの 成 績 凝 ）

40％ 分 劃，60〜90％ 分謝の い ずれ に も腸管反応を 示 す抗

原物質が 存 在 す るこ とを 知つ た ，

　2．　こ ん に や く喘 慰モ ル モ ツ ｝・の腸管を懸垂 した液槽

中 ：こ 先づ 如 考 分翻の O．1％ 溶液 1mt を く り返し注入 し

や”豪ミi
−）li，jJ縮 し／な くな て）た寿易管に 60〜g｛〕％ ラテL劃の 　0，1％液

　ln ・1 と急硬 た 所 ，再 び錫 着ぱ 収縮 した ，

　 尚 こ Z震 験 ご用 い た 同 1／；モ ノレモ ツ ト刎 置 ）腸管 片 に つ

き醍 同様 の 酬 財 初め に 6G〜鵬 分劃で糒 を確 め脱

感作 レ た 後40％分 劃 を注 入 し た 所腸管 は 再 び 収縮 した

た ． （蟠
『
1 ）

　 こ の 成績 よ i，こ ん に や 端 患モ ・レモ ツ …の 腸管反 応 ゼ

は 弖0％ 分劃 と6 〜90％ 分謡 とは 異 る反応 愨度を示 す ⊂ と

を 気iつ た ，

　　　　　　　　　　考　　按

　 ア レ ル ギー娃 疾患 の 診断 や研 究上 用 い られ る抗原物質

は 精製が 不 充 分 であ る とt
’
こ に 含 ま れ る免 疫 学 的活性因

子 の 質や 量が 不 明で あ り，一方 精製を進め すぎる と時に

抗 原 とな る部牙ゴ 失 われ る事もあ るの でア レ ル ゲ ン 精製

は 常 に その ア レ ル ギ ー
性疾患 を惹 起す る生 物学的活 性 を

rコ 心 ：こ 行 な うこ とが 重要で あ る と 考え られて い る
3’）．

　喘息 の 吸 入性 ア レ ル ゲ ン の 場合既 に ア レ ル ゲ ン構成 の

複雑な 室均塵 、種 々 の 物質を合め花粉等では，抗原 の 分

離精製 に 諸種の 化学的操作 が 応 用 され て お り
1，−13］3Z ）

こ

の 中磯安で，沈澱する一
定 の 分劃を と る方 法は特別の 設

備 を 必 要 とせ ず ，手技 も比 較的容易で分 離物質の 変性 を

起 し難い 利点 を もち繁用 され てい る．1｝：〕5］1u

　然 し請製を 試み た抗原の 生 物学的活性 の 判定 に は 皮膚

反 応の み を 指標 とす る傾向誤 あるが
T）S｝S3 ）31

， 本反応は 吸

入誘発 試験と
一

致度が 高い
35
阪 面，皮膚 は 喘息の シ ョ ッ

ク 巌器 の 呼吸 器 と 必 ず しも同 の 反 応 態度を 示 さ ず，

た め に 皮内反応腸惶物質即 ア レ ル ゲ ン とは 言 S えな い と

され て い る点
36 陶 ｝

本反応の み で 抗原性 の 有無 を 判断す る

事は 不 充分 と思 われ る．こ の 点吸 入誘発試験は 抗 原 を シ

ヨ ツ ク臓 器の 呼吸器粘膜に 直援作用 させ 長応 をみ るた め

活性 指標中最も確実とされ て い る
22 ｝．一

方 か Σ る反 応 結
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果 に は 網 い た 抗原 の精製度，鍍度，暈 ，披検個伺；の 抗原

暴露量，抗俸の 産生 量 ，反応 の 場 とな る臓 器 の 敏感性 ，

被 検者C：lytl令 とり 他肉体的 ，精神的条件等が 密接に 関連

すると言われ て い る
3S ），その た め 実地上 反応の 判定基準

が 重要な問題 と な り，皮膚反応 ，吸入誘発試験紅 っ い て

は 既 に諸家 に よ り種 々 の 判 定法 ガ 提案 さ れ て い る．9
’L，2 η

鋤 4°，
こ の 点当教室で報告した吸入性 ア レ ル ギ

ー
性鳴息で

あ るこ ん に や く喘息では，その 起残抗原 と な る舞粉の 蛋

白成 分 は 従 来氷酪酸や 硫安で分 離 さ才｛．，その 抗原性の 判

定 には皮膚反応や 粘膜反応 が用 い られ て い 6．15 ；le 】．又 硫

安分齧 は こ ん に や く喘息 モ ル モ ツ トの 吸 入誘 発 試験 及 び

腸 管庚応を 陽 性 と し
1 η

，
こ んに や く喘息患者 血 清 を絹 い

た タ ン ニ ン 酸 処 理 赤血 球凝集反応を腸性 とす るこ と炉 明

らか に さ れ て い る
4】⊃．

　
’ttこ で今回 私 をま本喘息の 起園抗原精製に 際 し 1漣 の 文

献学的考察及 び当教室の 成績 を参考 に 舞粉 の 粗抽 出 液 よ

り硫安を用い い くつ か の 分繭を取出し との 抗原活性をこ

ん に や く喘息患者では皮膚反応 （皮内及 び P−K 反 応 ），

粘 膜反応 （眼反応と入 誘発試験），及び血清灰応 （BDB

凝 集反 応 と 沈降反応） に よ り，こ ん に や く喘息モ ル モ ッ

モ ツ ト ご；よ吸 入誘 発 試験 と腸管反 昆：に よ り検 討 し．た ．

　こ の 結果 こ ん に や く喘怠患者 に 於 て90％分劃は 皮膚 反

応及び粘膜反応 の い ず れ に も活性 を示 した が ，こ の 分 懿

に 含 ま れ る と考 え られ る60〜90％ 分 畫瑳ま皮 膚反応を陽性

図 2　各 分劃 と 陽 性 を 示 す 反 応 と の 関 係

甜へ
魅

ド
　　 　
40％分 耋邏

と す るが 粘腸反応では活性が 極め て 低 く ， 4e％ 分藹は逆

に 粘膜反 応 を陽 性 と する が 皮膚 反 応 活性 を 示 され な い こ

と を知 っ た ．然 し血清反も己1に 於 て1ま，い ずれ の 分劃 も伺

様 の 反応を示 した．又 こ ん に や く9M 息 モ ル モ ツ トの 吸 ノ、

誘発試験 き二於
』
（：も90％ ラ｝琶珂及 こノ

：40％ 分畫む巧舌性 を 示 し60
〜90％ 分 劃で拡 反応 が 認め られ な か つ た ． （図 2）こ れ

ら牙劃中gO％ 分劃が 人 とモ ル モ ッ ト ご諸種の 免疫学的活

性 を 示 すξ〔は当教 室の 田中等の 報告 した成績
n ；：E，li ，

（
・
c 一

致 し木分謝中に こ ん に や く喘息の ア レ ル ゲ ン が 含まれ て

　い る こ とは 確 かであるが ， こ れ を灘 《二細か く分劃した 薹 

％分劃と60〜9096分劃で
一

方踏 粘膜 反 応 に 於て
， 他方 が

皮 膚反応に 活性 を示 した点紅 つ い て は，こ れ が各分 畫の

化学的性 状 に 由来 す るの か ，或は こ れ ら分劃に対応す る

抗体の 性質 に よ るの か ，或 は 叉反応 徳式 に よ るもの な の

か充 分 の 検討が必要と思 わ れ た．

　 今 回私 が実験で用 い た 40％ と6 〜90％ 分 劃 1ま皮 膚反応

に 於 て 涼 近接した 部位に 同量 を 岡時 に 注入 し，しか もそ

の 蛋 白窒素量 もほ f 同 じと考え られ （表 2 ），吸 入 誘発試

験 に 於 て は ，人 と モ ル モ ツ トで 被検 例 を 2群 に 分 け 40％

分劃 と60〜90％ 分 劃 を交互に 吸 入 させ た 事よ り，少 くと

も実験粂件や手 技の 柑違で上 述の 両 分闘の 反め態風に 柑

違ガ 生 じた とは 考え 難い ．

　 次 に従来ア トピ
ー
性喘息では 臨床症状惹起 に 関連 す る

抗修と して皮膚反 応 特 に P−K 反 応で検出 され る レ ァ ギ

ン び 重視 され
S7 ）‘2｝aa ）

従 つ て 本抗体 と反応する抗原 は こ の

種鴉息の原因抗原 と して 注 目さ れて お ウ．か 》 る抗原を

用 い た 皮膚反 応 と粘膜反応が 平行 しな い 場合，こ れ ら反

応の 場 に於る組織 の reagin 量や reagin 　と結合 す る 組

織細胞の 分 布の 相違等 が そ の 要因 と して あ げ られ て 来

だ
呂 ，，

　舞粉の 自然 吸 入 で発生 す る こ ん に や く喘息では 既 に 当

教室の 研 究 で起 因 抗原 とな る 舞粉 の 99％分anを 用 い ，
P，K 反 5 に ょ り reag 三n が検出され て い る

19 ）4｛〕．従つ て

今 回 私 の 実験 に 於 て90％ 分劃とに 含 まれ る60〜90％ 分齣

と40％ 分劃で各・婦支膚反応 と吸 入 誘発試験 が 平行 しな い

事に は ，反応の 場 とな つ た 臓器の 敏 感 性 や レ ア ギ ン 量や

両分 訟 の 抗原力価 の椙違 が 関連す る こ とは 想像に難 くな

い ．しか し 両分翻 を用 い た 皮 膚反応で60〜90％ ラ♪劃が ，

吸入誘発で40％ 分 誕が 陽性 とな つ た点よ り．反応臓器 ，

抗体 量 の 相連が よ り重大な 要 因 と 考え られ る ，然 しな が

ら皮 膚反応で活性 の 強 い 分 劃 が 吸 入 誘発で活性を示 さ ず

逆 に 吸 入 誘 発 で 活性 の 強 い 分 謝が 皮膚反応 で 活性 を示 さ

な い 点よ り，単 に 両 分劃 に 共通する抗原力觸の 強弱で こ

の 反 応 態度の 差異を説明 す るこ と は 困難であ る．こ の 点

両 分 鋼に 対応 す る抗体の 性 質が 問題 とな る が ，こ ん に や

く喘息の 場合 ・eagi ・ 型抗体 の 他モ ノレモ ツ トを用 い た P

CA 反応 で Anaphylaxie 型抗体 が 鞍出 され て 釋 り，し

か もこ れ ら抗体は 熱 に対 す る態度が 異 る こ とが 確 認 ざれ

て い る，4Sl

　こ の 事 よ り従 来 の ア ト ピー性喘息と異 り その 臨床症状
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10− （828） こ ん に や く喘息の 起因 抗 原 に 闘 す る研 究

惹起に単 に reagin 型抗体 と反応す る抗 原の み ゾ 謁与 「．

て い る と：ま考 え られな い ．

　 今t］f）実験で 60〜90％ 分 劃 ミ P・K 反 諸を 示 す 点で

reagin 型 抗 体 と 反応 す るこ とは 明 らか で あ るが，人長び

モ ル モ ヅ つ扱 フ・誘発試験脅 、票活性 の み られ た 如 ％分

鋼綜 P−K 長応 を 示 さな い 点で reagin 　，ttの も の と 反 応

　レて い る とは 話い 難い ．しか も腸管反応で 両 分翌 が異 ア

抗原性を 示 しt こ とは賀 膚反応，粘膜 反 応に於
」．’

る両 牙

劃 の 反 慈 態 度 z＞相 違 を示 唆す る 峯の と して興昧深 い ．

　
一方 抗原性乃 絹違 ＿ヒ学 性 状 の 差が密接 に関係 す る こ

とは
一
瑳え，一長 く、j　 Xl ：／．ll，tt，t，k： ア ｝・ピ ー

性 喘息の 鈍

原で M … e 響 は 化 粳の 粗才由
一
液を硫安で 分調 し夫 ．々

化学的性状 の 異ix　
”’　−L三 の 抗原 物質の 精表 一成功 してい

る．

　 S ［ulP ｝
：ま硫安飽和度 5  と 上00弩 の 分諭が 礎内反 L、ゼ

P−K 反 応 で必 ず し も同
一

の 態 度 を示 さな か つ た と報け

して い る・又 Goldfarb ’L）
は 筒様硫安で飽和度 O〜60％，

6  〜90％ の 分 劃を坂出 しこ れ らが 化 学的性状を異k し，

し か も皮内及び P − K 反応 は 0− 60％ 分劃の み に誌 め ら

れ た こ とを報告 して い る．尚 N（alley “ 47 ）

は 硫安で O−−

20％ ， 49〜55％ つ 2’　）分飼 を分離 し，BDB 凝集反応

と寅 膚反見納 性 とん
・夫 ノ 鼠 る．二 とさ 1月 ら迩 に し　が 諺 分

劃 2）化学的鴛 状 1．二つ い て の 詳細は 述べ て、な い ，

　今 回の 実験で 作 襲 した 鱒 考 分翻と60〜90％ 分 翻は 諸柿

呈色反応 を試．“！ヒ結果 い ずれ も蛋1二」貿と多種類を 含み ，
Anthron に よ る 籍定量及び Folin・Ci  al 亡eau の フ エ ノ

ー
ル 試薬に よ る 蛋 白 質の 定 量 で は 4G％ 分 謝 に 多塘 類予 よ

り多 く含 まれ て い ｝こ とを 矧 り f．」た ．（表 2 ）

　 こ 江よ り両分畫の 化学 組皮 よ 必ず し も「
−
丁
一

では な い と

考 え られ ，こ の 点 E述の 如 く諸種 ア レ ノレギー
反応 に 於 る

両 分講の 反応態度 の 相違と関係あ る もの と 考え られる．

　以 上の 諸成績 を考 え合わ せ る と40％ 分劃と6G〜9G％ 分

劃は との 抗原性 が 必 ず し も同
一・

とは考え 難 く思わ れ た ．

こ の 様 に ご ん に や く喘息 で皮 膚反応を来す軌 孫と吸 入 誘

発で 症状 を惹起 す る抗原 が 示 さ れ た が，こ の こ とは 従呆

喘息の 吸入 性 ア レ ル ゲ ンが どれ
t

とつ て みて （複 耗な 莞，

の
．
ご

9Ma ），　時に 皮1曹反 応 抗蕩ミとチ産状惹起抗原fS異る こ ．と

が 指 癇 ざ れ て い る こ と
3 η

と思 い 合 わ せ 興 昧深 い 姻見と思

わ れ．た ．

　こ の 反 1．」ア レ ル ゲ ン の 精玉 をす 〉 ）す 一
’
る と時 に 抗原

とな る 部分が 失わ れ る こ とが 指 摘 され て房 り
1； ］，従 つ て

ア レ ル ダ ン 精製 は常 に 該疾 患 を惹起 す ろ生 物 学的 活性 を

中 心 に 行 な わ れ る こ とが 望 吏 れ，瑞息 ア レ ル ゲ ン の 場合，

吸 ア 誘発試験 を指標とする こ とが 必痴 ．丿条 伴 と され て L 、

るが
ユ 2’

軌 今 回 の 夫験で もこ の こ と を離 認し得 た．

　 以 上 ，本実験 で作製した分劃中60〜90％ 分 謝 よ りは 鉛

96分 講が ，吸 入誘発試験 を指 標 と した 隈 ir，，よ り意義 を

有 す るこ とを 助 得，更．一こ の 40％ あ劇 が 覆 フ誘 発の

他 ，BDB 凝集反応，溌降反応 を 来 すこ とが 明 らか に な

つ た ；．1こ れ は 本喘 息・丿 免 疫 学 的性格を
’rlる⊥に重要な 耳

実 と考えられ ，しオ　．本 分覇が reagin と必ず しも庚応

しな い 点ご，従 来 ア ト
しf一性 喘息 に於 て　 reagln と反

応 す る折原が重幌さ れ て 来た こ とよ 1，，こ の 種喘息の 原

因抗原究明上 興瞭 あ ろ・葺」見 と思 わ 〜L る ，

　　　　　　　　　　結　　語

　私は本 邦に 於て代表的な 吸入trア レ ノレギー
性 聽 と さ

れ て い る こ ん に や く喘息の 起因抗原精4
＋
“
”
tt企 て，舞湧 の

水抽出液 よ り磧安鹿析法に よ り飽和度の 異る若 干の 沈澱

分懿を作製 し．本喘息患者 で 諸種 ア レ ル ギ ー
長応を用 い

こ れ ら分翻の 起因抗原 と しての 意義を追求 し次の 結果 を

得た．

　1．　作製した 90％ ，6C　一一90％ ，‘0彡6分 調中，吸入誘発

試翳を指標 と した 場合，30％ 分劃と40霧 分劃
ヂ 本 同 息の

原因軌 源とな る こ とを 確 め 得た ．

　2・　皮膚反応及 び吸 入 誘 発反応を共に 来す90％分劃 を

細分 し皮膚反応を来す 60〜90％ 分劃 と吸 7
、誘覧 ｛ 亨す 40

％分裁を分離 し，皮 膚反応を 来す 抗原 が 必 ず し も吸 入誘

発抗原 とな り得ぬ こ と を確 め得た．叉抗原請雙上生 物学

的活性指標と して 吸 入誘発試験が ff．福さ ξ 叉 きこ とち再

確 認 した ．

　3． こ ん に や く喘息の起因抗原とな っ 90霪分説及 び 40

％ 分鋼 で ，本症恁者 lrb 中に BDB 凝集攵応，　Ouchter・

lony 減 く よ る沈降反 沁 ご流 血抗体 を 検出 し得た．

　 （本論 文 の 要 旨は 第 12回 日本 ア レ ル ギ
ー
学会爲 会 で 報

告 し た ．）

　稿 を 終 る に 臨 み 御指 導 櫛校 閲 を 賜 っ た 恩師．ヒ条教 授 に

心 か ら感 謝 を 捧げ ます ，又 終 始罅教 示 、蘚 指 導い た
’

い

た 小 林動 教浸，大 沢 講 石に 深 く感 謝 致 し ま す ，史 に 鐸 鞭

撻，御協力 し て
一

さい ま し た 笛木 講 師，近 藤 講師，裡 々

轟支援下 さ い ま し た 教 室 員 各位 に 厚 ／1掏 礼 市 し hげ ま

す，
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          Antigenic  Fractions  in 
"Maiko"

 a  Dust  froTn Amorphophalus  Koajac

                                  Yoshinosuke  Kancko

                             <Dit'ector: Pro£  Dr, K.  Shichijol

     FirsI Depai'tment  of  Iniernal )vlec{i'cine School  of  Tv{edicine, Gumna  Universit>', )L･Iaebashl

    In the  past ren  yoars, several  investi.ffators havc･ attcmped  to isolate and  purlfy the  active  allergens

in :[ts{aiko",

 a  dust fr'oni AniorphophalLtG I<on.iac (",hich is also  ofi'ending  allergens  of  typical  al!erglc  as-

thnia  in human  beings injapan) by various  chcrnical  techniques  and  electrophoresis  in starch.  For  the

purpose  of  the  present stndy,  three  H,ater  se]uble  fi'actiQtis has been separated  b>, fractlonal precipitation
{'rom 

`eN･faiko"

 extract.  Preclpitation was  carried  out  at  O-40?,6 saturation,  60-909'l saturation  and  O-90

%  saturation  with  ammonium  sullate,

    The  antigenic  specificitl'  o{' these  farctiens has been  shewn  by dit'ect skin  tests  and  passive transfer

studies,  bis-diazotizpd-benizdine methocl,  gel diflli$ion methed  ;vith  the  sera  of  )vfaike sensitive  patients,
and  b>, Schultz-Dale  tests "･ith  ituein fi'ofn sensitized  sfulnea plgs.

    The  results  obtained  were  as  foIIows:

    The  60-909･b frac[ion h'as  skln  reactis;e,  but the  0409･'. fraction was  nereactive.  However, in
bronchlal provoeation  test, the O-A)?.L fraction was  more  reactis'e  than  the O-60",･b fraction,

    Hemagglutination and  ."eldifflisian  data show'cd  that both iterna.crglutinating and  precipitating anti-

gens are  present in each  fr'action.

    Studies by the  Schultz-Dale test schowed  that  thc  e-4e9,a fraction and  the  O-609,b fi'action has
diflbrent antigenic  specficity.

   The  900/i, fraction was  reactive  in all tests.

          A  CIinical and  Experimental  Study of  Serotonfn in Allergic Reactiens

                                   Takanosuke  Sasaki

              
'i'hird

 Department of  Internal "･ledicine (Director: Proa  S. "'{itsui),

                    Iwate  Medical  UnkJersity School of  Medicine, Morioka

    For  the purpose  ofclari  fying Ihe  pathophysiology  ofallerglc  react{ons  the role  ofserotonin  was  investi-

gated in anaphylactic  shock  in experimentally  induced  rabbits  as  "･ell  as  dogs, and  in patients with

bronchial asthma,  Furthermere,  the  mast  cells ln the  sk{n  as we]1  as  [hc  lung tissue of rabbits  under  rhe

shock  were  observed.  Results lhus  obta{ned  were  as  fo]lows.

    I) 1'he average  seroto]iin  levels ot' norrnal  rabbits  without  seitsitization "'ere  O.70± O,l6 ltgi'tnE
in the p]asrna, 3.el ±.-O.2tl  ILgi'ml in the  whole  blood and  3,49± O.58 I.,gi'g in the  iung tissue.

    Lt) After sensit;zatien  of  tlie rabbiLs  with  egg  ",hite,  they  xvere  O.75± O.13 /tg!:inl in the plasnia,
3.80± O,37 /zg,iml in the  wholeblood  and  3.7:5± O.66 ptgi'g in the  lung tissuc. Comparing thescserotonin

levels ",lth  those  of  nermal  rabbits,serotonin  levels of  only  t}ie whole  blood  were  noted  to be significantly,
increased afLer  the  sensitization.

    3) Determining the  serotonin  ieveis in plasrna, vvholc  blo()d, as  well  ag  Lung ti.ssue after  administration

of  the  antigen  to the  sensitized  rabbits  in an  attempt  to Snduee  an  anaphylactic  shock,  they  were  noLed  to be

as  fo]lows. The  plasma serotonin  level increased three  times  as  rnuch  as  the  ievel before the  provocation
from thivteen  to thirty  seconds  aftet'  iajection of  the antlgen  and  almost  returned  te nornial  levei after


